
シャローム10月号

あぁ。渇いている者はみな、

水を求めて出て来い。金のない者も。

さあ、穀物を買って食べよ。

さあ、金を払わないで、穀物を買い、

代価を払わないで、ぶどう酒と乳を買え。

イザヤ書55章 1節



  AMI JAPANでは、様々なボランティア活動を行っています。老人介護施設での

  ボランティアでは、ゴスペルフラダンスを通じて神様の愛を届け、フラダンス体験や

  エクササイズを利用者の皆様と一緒に行いました。

〜ボランティア活動報告〜



  AMI JAPANは建物のない旅する教会として、一人でも神様を求める人の為に、全国へ

  無償で出向き、共に礼拝を捧げています。

  埼玉礼拝では会場、そしてZoomでも久しぶりに礼拝に参加してくれた方々と

  関東メンバーと共に、神様に心を向けて礼拝を捧げました。

　証をしてくれた まんが伝道師むぎちゃんと、証の中でむぎちゃんが見た

　むぎちゃんが乗る北海道行きの飛行機を抱きしめるイエス様の絵

9月15日（日）埼玉礼拝



　AMI JAPANはインターナショナル！ 日本全国と海外にメンバーがいます。

　日本全国と海外のメンバーがZoomを通じて共に礼拝をできる恵みを感謝します！

　礼拝後、食卓を囲んでみんなとの交わりも笑顔と恵みが一杯です♡



　大阪メンバー たかちゃんの勤務する老人介護施設で開催される敬老の日のイベントの

　ボランティアへ行ってきました。

　２階では、手作りの太鼓や鈴、鳴子を使って、北島三郎さんの「まつり」や「与作」など

　懐かしい歌4曲をみんなで合奏しました。

　３階では、大阪メンバー よっちゃんがゴスペルフラダンスを披露しました。

〜敬老の日イベントボランティアでの活動報告〜



　ダンスの最後にお祈りをしました。

　イベント後、参加してくださった方々全員にAMI JAPANよりプレゼントを贈ると、皆さん

　とても喜んでくださいました。

　神様が共にいてくださり、沢山の奇跡を見せてくださった事に感謝します！

　神様は本当に良いお方です！ハレルヤ！！

　神様の素晴らしい奇跡については、大阪メンバーのたかちゃんが証してくれています！



　証です！！

　9月16日は、自分の勤めている老人保健施設の敬老会にリエ牧師、ビショップなまぶ

　ゆき、サム、よっしぃがゲストで来てくれました！！

　そこに参加した写真の3名の利用者の方に次の御言葉通りの癒しがありました！！

　"荒野と砂漠は喜び、荒れ地は喜び躍り、サフランのように花を咲かせる。

　盛んに花を咲かせ、歓喜して歌う。

　これに、レバノンの栄光と、カルメルやシャロンの威光が授けられるので、

　彼らは主の栄光、私たちの神の威光を見る。

　弱った手を強め、よろめく膝をしっかりさせよ。

　心騒ぐ者たちに言え。

　「強くあれ。恐れるな。見よ。あなたがたの神が、復讐が、神の報いがやって来る。

　神は来て、あなたがたを救われる。」

　そのとき、目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けられる。

　そのとき、足の萎えた者は鹿のように飛び跳ね、口のきけない者の舌は喜び歌う。

　荒野に水が湧き出し、荒れ地に川が流れるからだ。

　焼けた地は沢となり、潤いのない地は水の湧くところとなり、

　ジャッカルが伏したねぐらは葦やパピルスの茂みとなる。"

　イザヤ書　35章1～7節

　スタッフも利用者さんも、この癒しには催しに夢中で、敬老会の振り返りをしている時に

　気付き、行事委員のメンバーが目を見開いて驚いていました！！

　サムと一緒に写っている男性

　この方は、1週間前に手足の力が急に入らなくなり

　立とうとすると、手足が萎える様な感じになる事から

　歩行ができなくなり、車椅子生活になっていました。

　ところが、敬老会の後に担当リハに自ら、

　「なんや知らんけど歩けそうなんです。」との

　申し出があり、担当リハと歩いてみると、

　なんと！！杖歩行ができる様になっていました！！

　【その後の証】

　この写真の男は、今杖なしで歩いているほどになっています。

　片麻痺の人が杖なしで歩くことは本当に奇跡で、片麻痺だとバランスが取れないので、

　杖が必須だったんですが、今は杖なしで歩かれています！

大阪メンバー たかちゃんの証



　リエ牧師と歌っている女性

　写真では普通に歌っていますが重度の失語症で、

　いつもは会話もままならない方なんです

　【その後の証】

　自分が働いている介護老人保健施設では、OTP

　と言われるリハビリスタッフがいます。

　理学療法士、作業療法士 大きく分けると手の担当

　足の担当がいます。

　自分が入ってきた時には、それにもう一人重要な役割

　のリハビリを行う人がいたんですが、退職してしまい

　その職種がいないまま、２、３年経ってしまいました

　言語聴覚士 STと言われる資格を持っている人です。

　その人の仕事は、嚥下機能にアプローチしたり、利用者さんが発声や言葉がしゃべれる

　ようにアプローチしてくれます。

　その職種の人が、3年ぶりに入職してくれました。そのおかげで、写真の女性がもっと

　言葉が出せて、しゃべれるようになるという環境を整えることができました。

　最高の歌声を披露してくれたピンク色の服の女性。

　写真では鈴をしっかりと握り歌っていますが、

　実は白内障で視力が両目ともほとんどないんです。

　普段では物が見えず、こちらから何か持つ様に

　言っても、怖がって持つ事ができず、食器等も

　持てない為、自分で満足に食事もできません。

　そんな方がしっかりと鈴を握って歌い、

　敬老会のおやつを自らスプーンを持ち、

　「まつり」を口ずさみながら自分で全て食べました！！

　その後、本人に何を食べたか尋ねると、

　「黒いやらかいのにアイスがのっとったで！！」

　9月16日のおやつは、コーヒーゼリーのバニラアイスのせでした。

　【その後の証】

　食事も、もちろん見えていないので介助したり、自分で食べても6割ぐらい食べこぼしで

　食べれないのが、自分でスプーンを持ち、4日連続朝昼全部食べこぼしなしで、

　食べこぼしで服が汚れるので付けていたエプロンが、いらなくなりました

　さらにこの方は、自分の施設でレスパイト目的といって、家族が介護負担を減らす為に

　1か月限定とかで入所されるリピーターの方で、この方が唯一苦しめられているのが、

　仙骨と言われる腰と背中の間くらいにある、介護業界でいうと、褥瘡（じょくそう）が

　できやすい場所になるんですが、この方の褥瘡(じょくそう）はひどくて、軟式ボールが入る

　くらいの穴がバーンと空いていて、その中に潰瘍ができて常に化膿している状態でした。



　ただ、栄養状態が良くなったので、そこによく見ると新しい肉芽ができていました。

　それは、褥瘡（じょくそう）が治るきざしで、さらにその肉芽から出血しているんです。

　出血しているということは、新しい肉芽ができて血管が再生しているということなので

　後は、介護側からやることとすれば、清潔に保って薬を塗ることになりました。

　【敬老会イベント後の証】

　本当に催しが楽しかったみたいで、楽しすぎたみたいで、いつ来るか、来た時にお礼を

　伝えたいと言って、あともう一個、お礼の代わりに贈るものはないか、と言ってきて、

　いや、でも贈り物を用意するのも一つの手だけれども、催しに来てくれて、楽しくて

　その気持ちが、がんばるという気持ちに変わったみたいなので、何か一つでもできたよ

　という報告をしてあげれたら、本当にボランティアに来てくれたみんなが喜ぶと

　思いますよ、というお話をしました。

　そのお話をした方は、糖尿病です。末期の時はひどくて、片足がありません。

　そして、毎日インスリンの接注をしています。で、本当にお年寄りが自らこんなことを

　言うのは珍しいですけど、毎食血糖を測って欲しいと申し出があつて、入所してから

　前についていたお医者さんのアプローチで、その血糖の薬だとか、血糖値に

　アプローチせずずっとその処方を続けていた方なんですが、いざ血糖を測りだしてみると

　思ったより安定していたんですね。で、最初は毎食の血糖測定から始まり、朝昼晩の

　インスリン接注があったんですが、まずそれを測ることと、本人が本当にこちらが

　提供した食事を、残さずに食べるという条件を本当に忠実にしてくださって、

　内服薬はおろかインスリンの接注をしなくてすみました！

　この介護業界に入ってびっくりで、インスリンがなくなっても、血糖を上げない為の

　内服薬は続くとか、内服薬は無しになっても、インスリンを接注しないといけない

　それが無しになっても、ずっと血糖をみたりしないといけない。

　血糖の測定だったりとか、インスリンの接注で体に傷をつけないといけないんですが、

　それが、すっぱりなくなりました。

　本当に証満載の敬老会、そしてここで証ができたこと感謝します。

　皆さんに伝えます、同じことが起こりますよ！



　私達AMI JAPANは、大阪府豊中市庄内を本部として、全国的に活動をしています。

　毎月一回、豊中市庄内コラボセンター ショコラの会場で、日曜日に礼拝を行っています。

　礼拝って初めて・・・ 何もわからないけどいいの？ そんな遠慮と心配は無用！

　どなたでも歓迎します！　ショコラで皆さんと会えるのを楽しみにしています！！

　10月号では、9月22日（日）の礼拝の様子をお届けしています。

　心を込めて、神様に捧げる賛美♪ 

大阪会場礼拝



　聖餐式
せいさんしき

　会場と一緒にZoomで参加している日本全国と海外の参加者と一緒に愛を込めて♡

　AMI JAPANホームページでは、大阪はもちろん、全国各地のスケジュールも

　随時更新されますので、是非チェックしてくださいね！

AMI JAPAN

ホームページQR



ボランティア団体 エパタ活動報告

　AMI JAPANでは、豊中市の認可を受けたボランティア団体 エパタを設立し、

　大阪を中心にボランティア活動を精力的に行っています。

　団体名である【エパタ】は、ギリシャ語で開くという意味があります。

　9月1８日（水）豊中市庄内コラボセンター ショコラにて、年配者を対象とした

　懐メロトレーニングが開催されました。

　懐メロトレーニングとはパーソナルトレーナーのエパタ代表 リエ牧師が考案した

　年配の方々がお好きな懐かしのメロディーにのせて楽しく体を動かす運動です！

　♪懐かしいメロディーに自然に体が動きます！



　楽しく体を動かした後は、参加者の皆さんとのおしゃべりタイム

　皆さんと出会えた喜びのひと時です�

　まだ残暑が厳しい中、足を運んで参加して下さった皆さんに心から感謝します。

　またお会いしましょう！！

　ボランティア団体 エパタの今後の活動については、ホームページにて情報が随時

　更新されますので、是非チェックしてくださいね！

エパタホームページQRコード AMI JAPANホームページQRコード



　その思いを胸に、AMI JAPANの本部がある大阪を中心にボランティア活動をしています

　過去には、商店街でのお米や日用品の無料配布や、1人暮らしの年配者に食料品や日用品

　などを届けたりしてきました。

　最近の主な活動は、リハビリセンターでのトレーニング指導、老人介護施設にいる

　利用者さん達との触れ合いです。

　施設に行って、懐メロ音楽をかけてのトレーニングや手作り楽器を使った大合奏など、

　体を動かし健康的にそしてたくさん笑う事で心に変化が出てきています。

　敬老会のお祝いの日に伺った施設では、車椅子だった人が立ち上がって歩き、

　重度の失語症の方が歌を歌い、白内障を患っていてほとんどものが見えない為に、

　食べることさえも拒否していた方がおやつを美味しそうに食べたり、

　そこには神様の愛がたくさん流れて、想像を遥かに超えた奇跡が起こりました。

ボランティアサポーター大募集！！

「誰一人として寂しい思いをしてほしくない」



　この奇跡はこれからもっと起こると信じています！

　年配者に限らず、困ってる人達、心が傷ついてる人達に寄り添いたい。

　私達はどこへでも足を運ぶつもりです。

　そこで私達の活動に賛同してくださるサポーター様を大募集！

　現在、交通費や用意する道具などすべての費用を教会の経費で運営しています。

　他の地域からも声がかかっていますが、私達の力だけでは限界があります。

　大きな施設では100名以上の参加者がいらっしゃいます。

　皆様の温かいご支援、サポートをよろしくお願いいたします。

●ゆうちょ銀行からのATMお振込み ●他銀行からのATMお振込み

ゆうちょ銀行 ゆうちょ銀行

記号14140 番号45399951 店名　四一八支店

エーエムアイジャパン 普通　口座番号4539995

口座名

エーエムアイジャパン

PayPal 

    http://paypal.me/amijapan

◎カードでの献金また海外からの献金は

是非、力を貸してください。

AMI JAPAN 口座のご案内



　いつも皆様からの愛の支援のご協力に心より感謝します。

　令和６年能登半島地震にて甚大な被害を受けた奥能登地方で、9月21日に線状降水帯

　が発生し、短時間の集中豪雨によって輪島、珠洲市、能登町には最も高い警戒レベル５

　の「大雨特別警報」が発表され、河川の氾濫、家屋や仮設住宅への床下浸水や土砂災害、

　道路の寸断などが発生し、地震の被災地へさらなる災害が襲う事態となりました。

　この事態をうけ、AMI JAPANが支援しております「空飛ぶ捜索医療団ARROWS」

　より緊急の支援協力要請があり、皆様へ緊急の支援協力の呼びかけを行いました。

　ここで、皆様からお預かりした愛の献金は

　「空飛ぶ捜索医療団ARROWS」を運営する

　ピースウィンズジャパンへ確かに振込させて

　いただきましたことをご報告いたします

　現地では、地震と水害の被害によりまだまだ

　支援が必要となっています！

　引き続き皆様からの継続的な愛の支援協力を

　よろしくお願いいたします。

このように労苦して弱い者を助けなければならないこと、

また、主イエスご自身が、「受けるよりも与える方が幸いである」

と言われたみことばを思い出すべきことを、私は、万事につけ、

あなた方に示して来たのです。」

使徒の働き20章 35節

！！支援報告と緊急支援へのご協力のお願い！！



　一人でも多くの人に、神様があなたのことをどれだけ愛しておられるのかを伝えたい！

　神様の愛を日本全国に届けたい！ 日本にリバイバルが必ず起きることを信じて、

　熱い熱い思いを胸にご自分のすべてを捧げて、無償で全国を旅する牧師 リエ牧師の活動

　を牧師サポーター献金を通じて応援しませんか！

　一人一人の手は小さくても、皆の手と手を合わせれば大きなことができるように、

　あなたのサポートが、リエ牧師を通じて日本のリバイバルへの道を前進させます！！

　牧師サポーター献金へ継続的な愛の支援協力をよろしくお願いいたします！！

牧師サポーター募集中！！


